


株式会社ダイニッセイの工場で、サブリーダー
として主に溶接を担当している安藤翔太。「溶接
に関する仕事は、全て任せてもらっています。期
待と信頼を裏切らないようにしようという思い
がモチベーションですね」と語る安藤には、忘れ
られない思い出がある。

「自分がやらなければ」と
懸命に取り組んだ仕事
安藤にとって忘れられない数年前の 3 か月が

ある。ダイニッセイは、工場で手間をかけること
で、現場での省力化と効率アップを図る、という
方針を長年貫いている。その手間をかける作業の
代表格と言えるのが、安藤が責任者を務めるス
ポット溶接だ。
そのスポット溶接で、最も大量に製作するもの
と言えば、物流施設の “ 連結筋 ” と呼ばれるもの
だ。今まで２つの現場が重なることがあっても、
計画的に順序良く進めていけば、何とかやってこ
れた。だがその3か月間の任務は４つの現場を同
時進行させるというものだった。

自社工場で用意する鉄筋の量も膨大だが、溶接
機械は１台のみ。機械が増えず、鉄筋の量が増え
るということは、溶接担当者である安藤の仕事量
も増える。もちろん突発的な仕事ではなく、以前
から予告はあったが、「ここまでだったとは…」
と一瞬呆然となった。
実際に始まってみれば、３か月ほど続いたこの
期間はかなりの忙しさだったという。他のメン
バーと交代しながら 24 時間体制で作業するとい
う話も出たが、慣れない人員を無理に使っても効
率が落ちてしまう。安藤が中心になって、手際よ
くこなした方が良いという結論に落ち着いた。
「自分がやらなければ」という責任感もあって、
懸命に仕事に打ち込んだ。

濃厚な３か月を乗り越えて
得たもの
とにかく何が何でも、現場の仲間に届ける製品
を作らなければならない、と夢中だった。ふと気
が付くと、今まで積極的に話すことが苦手だった
安藤自身が、工場の仲間たちへ積極的に助けを求
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め、作業指示を出していたことに、自分自身で驚
いた。
この３か月を乗り切ったときに感じたのは、無
事に仕事を終えた達成感と喜び、そして周囲への
感謝だ。工場全体が忙しい時期だったが、ひたす
ら溶接機械に向かう安藤に気を遣い、声をかけて
くれた同僚。サポートしてくれたベトナム技能実
習生。疲れた自分に代わり、工場長が機械を動か
してくれたこともあった。仲間との絆を感じられ
たのである。
この時期を乗り越え、自信も得ることができ
た。無駄な動きが減り、作業効率が一段階上がっ
たと自覚している。また、３か月の間に一度も体
を壊すことはなく、自身の体が意外に丈夫だと
知ったのも収穫だったという。

ちなみに、安藤の担当業務であるスポット溶接
が急激に増えたのはなぜか。それには社会的背景
がある。昨今、楽天や amazon などネット通販が
増え、物流倉庫の需要が急増しているのだ。その
流れは、長期化するコロナ禍でさらに加速してい
る。
今後も物流施設の工事は増えていきそうだ。も
し、あの 3 か月が無かったら… 今頃、ものすご
く厳しい状況に追い込まれていたのではないだ
ろうか、と考えてしまう。

手痛い失敗で学んだ教訓とは
過去には、あまり思い出したくない失敗もあ
る。何度か経験した出荷ミスだ。出荷時の確認は
責任者である安藤が行っていたが、いつしか慣れ
と油断から、加工帳と照らし合わせてのチェック
を怠ることがあった。その結果、積み忘れが発生
して現場の仲間に迷惑をかけてしまった。
現場の作業を遅らせ、配送を手配してもらうな
ど多くの人に迷惑をかけてしまい、激しく落ち込
んだ。怒鳴られるようなことは無かったが、原因
が自分にあることはわかっているため、大いに反
省したという。現在はミスの再発を防止するた
め、出荷に立ち会う安藤の手には、必ず加工帳が
ある。

新人を育て、次のステップへ
　多岐にわたる趣味を持つ安藤が、中でも熱中
しているのがゲームだ。世界中で1億人を超える
登録者がいるというシューティングゲーム「エー
ペックスレジェンズ」がお気に入りで、始めたの
は 1 年ほど前。仕事を終えて寮に帰ると、毎日の
ように世界中のプレイヤーと対戦している。
そんな安藤の目標は、溶接担当者として働き始
めたばかりの新人 井戸君を一人前に育てるこ
と。自身と同じく人見知りをするところがある
が、黙々と働く溶接の仕事に適性があると感じて
いる。溶接全般を任せられる人員を育てたら、サ
ブリーダーとして次のステップを目指していき
たいという。
　静かにバイタリティーを発揮している安藤。
活力の源となっているのは、大きな仕事を乗り越
えた自信と責任感だ。今後も強い責任感で、業務
に邁進していくことだろう。安藤のさらなる活躍
に期待したい。
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